
様へ 主治医 看護師

あなたの手術は、 月　　　　　　　日 ＰＭより（全身麻酔　・　腰椎麻酔）にて行われます。

経過 入院～前日まで 手術前日 手術前 手術後 術後１日目 術後２～５日目 術後６～１４日目 術後１４日～３週間 退院許可～退院
月日 ／ ／ ／ ／ 　 ～　　／ ／ 　 ～　　／ ／ 　 ～　　／ ／   ～　 ／

手術後に血液検査をします。 朝食前に血液検査をします。 術後４日目の朝食前に 術後７日目、１４日目の 術後２１日目の朝食前に
血液検査をします。 朝食前に血液検査、 血液検査をします。

昼食後にレントゲン検査を
します。

朝、排便なければ浣腸しま　 手術後は術後回復室に入ります。 問題がなければ、 ガーゼ交換があります。 術後１０～１４日ころ、 外転枕をはずします。
す。 酸素吸入、心電図モニター、 抜糸します。

時間毎に体温、脈、血圧を フットポンプをはずします。 創部の管を抜きます。
血栓予防の 測定します。 術後７日目頃、
　靴下をはきます。 回診時に創の確認を行います。 尿の管を抜きます。 血栓予防の

フットポンプをつけます。 靴下を外します。
手術室に行く前に、 回診後、術後回復室から 背中の痛み止めの管を
入れ歯やｱｸｾｻﾘｰなど、 指示により、酸素吸入、 自室へもどります。 抜きます。
はずせるものは 心電図モニターを付けます。
はずしてください。

痛みの強いときには痛み止めを
１０時、手術室入室前に 使うことができます。
体温、脈、血圧を測ります。

創部に血抜きの管が入ります。

血液型バンドをつけます。 脱臼予防のために外転枕を
点滴前に手術着に 足に装着します。
着替えます。 （足を組んだりできません）

痛み止めのチューブが
腰の所から入ってきます。

手術前より翌朝まで
点滴を行います。

抗生物質の点滴が１日２本（朝、夕）あります。

内服している方は 朝、指定された薬のみ 血栓予防のための内服があります。
一度全て担当看護師に 少量の水で内服します。
預けて下さい。

制限はありません。 夕食までは食べられます。 食べたり飲んだりできません。 朝より開始します。
２１時以降は食べたり、
飲んだり出来ません。

リハビリを開始します。 ベッド上で安静にして下さい。 車椅子に乗ることができます(必ず介助でおこないます) 試験外泊ができます。
リハビリを開始します。
リハビリ状況に応じて、補助具での歩行が可能になります)

器械(CPM)で膝曲げの訓練をします(120°まで曲がれば終了です)

シャワーに入ります。 体を拭いて着替えをします。 傷口がガーゼでなく
透明なシートになったら
シャワーに入れます。

麻酔科医の ご家族の方は手術中は 手術結果について
診察があります。 院内で待機して、所在が 説明があります。

わかるようにして下さい。

※この表は治療のおおよその経過をお知らせするものです。状況に応じて予定が変更になる場合があります。 　赤心堂病院７階病棟　　(　０４９（２４２）１１８１ Ver.3

人工股関節置換術を受けられる
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分らない事がありましたら 
お尋ね下さい。 

退院おめでとう 

 ございます。 
  お大事に!! 


